要配慮者利用施設避難確保計画作成（変更）報告書
	令和　　年　　月　　日　
（あて先）
飛騨市長
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　
　　　　　　　　　　　　　　（電話番号　　　　　　－　　　　　－　　　）
　　　　　　　　
飛騨市地域防災計画および関係法令等に基づき、施設利用者の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な訓練その他の措置に関する計画を作成（変更）しましたので、報告します。

	要配慮者利用施設の所在地
	飛騨市　　


	要配慮者利用施設の名称

（変更の場合は、変更後の名称）
	

	要配慮者利用施設の用途
（変更の場合は、変更後の用途）
	□　社会福祉施設　□　学校
□　医療施設　
□　その他（　　　　　　　　　　　　）

	飛騨市防災情報無線
受信機設置状況
	□　設置済　　　　 　□　未設置

	その他必要な事項
（変更の場合は、主要な変更事項）
	

	※　受　付　欄
	※　経　過　欄

	
	


　　備考
　　　１　この用紙の大きさは、日本工業規格A４とすること。

　　　２　※印の欄は記入しないこと。
　　　３　避難確保計画は２部提出すること。１部は受付印を押し返付します。
	チェック項目
	ページ
	施設
	飛騨市

	（ア）防災体制、情報の収集・伝達

	
	◆防災情報（気象情報・避難情報等）の、収集・伝達が記載されているか。
	
	□
	□

	
	◆レべル３（高齢者等避難）の発令で、避難行動をとることとなっているか。
	
	□
	□

	
	◆レベル３（高齢者等避難）の発令がない場合でも、避難の判断ができるよう、複数の判断材料を設定しているか。
	
	□
	□

	（イ）避難誘導

	
	◆施設の状況に応じた避難場所を設定するような計画となっているか。
	
	□
	□

	
	◆浸水想定区域や土砂災害警戒区域など、施設の災害リスク情報を踏まえた避難経路の設定となっているか。
	
	□
	□

	
	◆職員のみでの避難誘導に支障がある場合、地域の支援が得られるよう事前に調整されているか。
	
	□
	□

	（ウ）施設設備

	
	◆気象情報、避難情報等を入手するための設備が記載されているか。
	
	□
	□

	
	◆夜間の避難が想定される場合、そのために必要な設備が記載されているか。
	
	□
	□

	
	◆屋内避難を行う場合に備え、施設内での滞在に必要な物資が確保されているか。
	
	□
	□

	（エ）教育、訓練

	
	◆教育・訓練の実施が設定されているか。
	
	□
	□

	（オ）自衛水防組織（設置した場合のみ）

	
	◆自衛水防組織を統括する統括管理者が記載されているか。
	
	□
	□

	
	◆情報収集及び伝達、利用者の避難誘導が自衛水防組織の業務として記載されているか。
	
	□
	□

	
	◆班体制について、班長、班員が記載され、それぞれの任務が記載されているか。
	
	□
	□

	
	◆自衛水防組織の構成員に対する、教育・訓練が上記（エ）に準じて設定されているか。
	
	□
	□


	市役所受付
	経過欄

	
	



開設者 ・ 管理者　（該当する方に○をしてください）





※　避難確保計画を提出する際は、必ずこの用紙（チェックリスト）を添付してください。


その際、各チェック項目の右側に、作成した避難確保計画の該当項目記載ページ及び✔を記入してください。








